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１．はじめに
2004年 12月 26日午前 8時に発生したインド洋
スマトラ沖地震（M9.4）による被害は 12カ国に及
び、この災害による人的被害は死者 22万人以上、行
方不明者 4万人以上となった??。インドネシア・スマ
トラ島では死者 17万人以上と最も甚大な被害を受
けており、なかでも震源地に近いアチェ市内外は地
震と津波によって壊滅状態となった地区が多い。
インドネシアでは、アチェを中心とした被災地復
興のため 2005年 4月に BRR（アチェ・ニアス復興
庁）が設立された??。BRRは各国、国際機関および
NGOによる支援の調整ならびに承認を行う??。設立
と同時に復興計画が公表され、それに伴い、緊急支
援段階から復興再建段階へと移行した。
緊急支援段階では、必要物資の供給を行い、サッ
カー場などの公共施設や軍所有地などを利用してテ
ントや木造長屋型のバラックが供給された。国連機
関も 2005年 4月で緊急支援段階を担うUNHCR
（国連難民高等弁務官事務所）が撤退し、2005年 5
月からはUNDP（国連開発計画）とUN-Habitat（国
連人間居住計画）が復興住宅の建設を開始した??。
復興再建段階では、UN-Habitatが中心となって支
援団体やNGO等の各ドナーのコーディネートを行
いながら、本格的な復興住宅の供給が行われた。
本稿は、2011年 9月 4日～15日にインドネシアで
行った現地調査をもとに、津波を教訓としたアチェ
市内のまちづくりの現状ならびにアチェ市外に建設
されたヌーフン復興再定住地（Neuheun）の現状を明
らかにすることを目的としている（図 1、図 2）。
２．アチェのまちづくり
～津波の被害を伝える工夫～
ここでは、津波の被害を伝える様々な都市施設と
その概要、アチェ市内に建設された復興住宅地およ
びアチェ郊外の村での津波後の環境整備について報
告する。
スマトラ沖地震・津波から、2011年 12月で 7年を
迎えるアチェ市内には、復興バブル期に建設された
外国人向けホテルや商業施設などが数多くみられ、
市内中心部は活気に満ちている。
津波の被害を伝えるために、津波博物館が新たに
建設され、被害建物を保存する、被害地域を整備し
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て公園とするなど、工夫がみられる。
⑴ 津波被害を受けた建物の保存（写真 1）
住宅の上に船が押し上げられた状態のまま保存さ
れている。アチェ市内北部の Lampulo、海岸から
2km弱の場所にある。住宅を補強して、船を引っ張
るワイヤーをつけるための鉄骨を建てるなど、毎年
少しずつ整備している。少なからず見学者が訪れる
ため、周辺には飲食物を売る店もできている。入場
料は定められておらず、寄付金を入口に置かれた箱
の中に入れる。
⑵ 津波教育公園（写真 2～ 3）
津波で沖合から内陸部に約 3 km流されてきた巨
大な発電タンカーをそのまま残している。アチェ市
内の中心部近くの西部 Punge Blangcut、海岸から約
2kmにある。タンカー上に登れるようになってい
て、最上階からは市内や海が 360度展望できる。周
辺の一部を公園として整備している。津波を経験し
ていない観光客も多く訪れるため、飲み物や果物、
食べ物などの屋台が出ている。タンカー上では津波
被害をおさめた CD写真集やキーホルダーなどの
土産物も販売されている。
⑶ 津波博物館（写真 4～ 7）
インドネシア国内の設計競技（コンペ）によって
選ばれた。市内中心部にある。建物は、アチェの伝
統的住居のように高床式建物とし、津波が発生した
際に避難できる丘の公園をイメージしている。建物
のプランは波の形をイメージし、外観は人と人が手
をとりあった形を文様としており、博物館内にある
塔は神の光をイメージして設計されている。
オープン当初は展示も少なかったようであるが、
現在は映像、映画、津波発生の仕組みや災害時の実
際の様子を写真で示すパネル展示、建物の振動実験、
防災教育ビデオ、津波被害前後のジオラマ、遺物な
どさまざまな形態で構成されていて見応えがあるも
のになりつつある。津波をはじめ自然災害やインド
ネシアに関する資料や書籍を集めた図書館もある
が、蔵書はまだ少ない。1階のピロティ部分には、
テーブルと椅子が並べられたくつろぎスペースで飲
食もできる。
週末には多くの入館者で賑わっている。金曜日は
休館日だが、それでも数多くの人たちが訪れピロ
ティ部分でくつろいでいる。
津波博物館の向い側は公園になっており、そこに
は支援してくれた国の数だけ船の形をしたモニュメ
ントが並んでいる。モニュメントには各国の言葉で
「ありがとう。平和」と刻まれている（写真 8）。
⑷ 緊急避難建物（写真 9～10）
海岸部で現地再建された住宅地には、津波時に住
民が避難できるよう 4階建ての鉄筋コンクリートの
建物が建てられている。アチェ市内ムラクサ区の建
物は、1階はバスケットコート、2、3階はホールに
なっており、4階は屋上でヘリポートになっている。
幅広い階段とスロープを使って屋上まで避難できる
ようになっている。日本の JICA援助により建設さ
れていた。
市内に数カ所建設されているが、日常的にさまざ
まな集会で使用されているところもあれば、ほとん
ど使われていないところもある。
⑸ 復興住宅地に設けられた津波避難標識
（写真 9,11）
アチェ市内は平坦地のため、津波が来た際にはど
ちらの方向へ逃げれば良いかを示す標識が設けられ
ている。多くの復興住宅地で津波の絵と避難方向が
矢印で示された標識が建てられている。それらの方
向へ逃げれば高い建物や緊急避難建物などへ避難で
きる。一見すると海岸がどちらにあるか分からず、
町も見通せないところでは大きな手がかりになると
思われる。
いくつか見学したなかでは、メンテナンスが悪い
ため、矢印が違う方向に向けられているところもあ
り少々不安に思えた。
⑹ 津波碑（写真 12）
アチェ市内外で津波の被害にあったところでは津
波碑が建てられている。工夫されていて、碑の高さ
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が押し寄せた津波と同じ高さに作られている。実際
にアチェ市郊外にあるラブイ村（Labouy）に建てら
れた津波碑は 4.6mの高さになっている。津波碑に
は「この碑は津波で亡くなった方々の慰霊と未来に
津波を警告するために建てた」と刻まれており、日
本政府の援助で建てられていた。
津波と同じ高さに作られた津波碑は文字を読まず
とも、小さい子どもたちから高齢者まで、津波がど
れくらいのものであったのかを容易に理解でき、通
常の石碑よりも津波について理解されやすく、教育
的効果は高いと考えられる。
３．住宅の再建
2005年 4月に公表された復興計画に従い、被災し
た住宅所有者に最低限の住宅（36m?）が供給された。
津波で住宅が消失したところでの住宅再建は、1土
地境界の画定、2区画整理（宅地へ至る最低限の道路
の確保）、3住宅の建設、という手順で行われた??。
災害により多くの住宅が失われると、借家人に
とっても新たな住宅を見つけることが一層困難とな
り、バラックが解消されない状況が続く。そこで、
インドネシアでは借家人に対しても無償で住宅供与
が行われた??。
3．1 アチェ市郊外の大規模復興再定住地（ヌーフン
Neuheun）
ヌーフンの丘陵地を切り開いて建設された復興住
宅地は、アチェ市内から北東に乗り合いバスで約 30
分程度かかるところにある。斜面を切り開いて建設
されたため、かなりの高低差がある。住宅地からは
海が見渡せて眺望は良いが、オートバイ（バイク）
などの移動手段を持たない場合、かなり不便である。
丘陵地のふもと、車やバイクで 5分もかからない
ところにヌーフン村があり、ヌーフン村はこのあた
りで採取できる土を使ってレンガブロックづくりを
している。70以上のレンガブロック作りの作業工房
があり、品質が良いことで知られている。丘陵地は、
もともとアチェのスラワ山の噴火時に飛来した石の
採掘所となっている。それらの石を採掘するのは男
性であるが、石を細かく砕く仕事をしている女性や
子どももみられる。
今回、再定住地に近い周辺の村も回ってみたが、
ヌーフン村には幸いにも津波は到達しなかったよう
で、ほとんど被災していないようであった。一方、
ラム・ウジュン村は津波被害を受けており、現在で
は村の住戸はほとんどが戸建ての復興住宅に取って
代わっている。所々には、津波被害を受けた建物が
そのまま放置されている。緊急避難時には村にバ
ラックも建設された。
丘陵地を切り開いてつくられた再定住地の支援団
体は、中国の宗教財団、台湾慈済財団、インドネシ
アのNGOと銀行、サウジアラビア、UMCOR（海外
救援のメソジスト会）など多岐にわたる（写真 13）。
これらの支援団体ごとに復興住宅もさまざまであ
る。戸建てや 1棟に玄関が別々についた 2軒で構成
される 2戸 1住宅、高床住宅、木造や枠組みブロッ
ク造、プレハブなど構造にも違いがあり、開口部の
形状や材料の違い、天井高さの違い、外観のデザイ
ンなどさまざまである。住宅の面積は 36m?と同じ
ものの、間取りも若干異なる。道路や水道管の工事
などもどこまで整備されているか、支援団体によっ
て状況は異なる。
3．2 中国宗教財団が供給したヌーフン復興再定住
地の概要
今回調査を行ったのはヌーフンにある中国の宗教
財団が供給した 606戸からなる大規模な復興再定住
地住宅である。この住宅地は基本的に町中で被災し
た借家人を対象に供給された住宅地である（写真
14、写真 15）。
津波前に市内に借家をしていた人たちの多くは、
物売りや建設労働などインフォーマルセクターと呼
ばれる都市内で成立する仕事に従事していた。無償
で供給された住宅ではあるが、市街地から遠く、丘
陵部のためバイクなどの移動手段がなければ生活し
にくいなど、転売や賃貸などによって被災者以外の
入居が起こりやすい状況があり、建設当初から定着
率が懸念されている??。本調査では、2004年 12月の
スマトラ沖地震からもうすぐ 7年が経つ現在の居住
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状況を明らかにする。
住宅地は、ブロックA～Gのブロックに分かれて
いる。ブロックA 98戸、B 86戸、C 32戸、D 100
戸、E 58戸、F 118戸、G 114戸の計 606戸である。
そのうち 100戸程度に中国系が居住している。各ブ
ロックにはブロック長がおかれている。
住宅地全体を回ってみたところ、ブロックによっ
て大きな違いはなく、おおむね常時人が住んでいる
住戸は 5割弱、時々人が来て管理している住戸が 2
割、空き家が 3割程度見られた。
供給された各戸の敷地は間口 10m奥行き 13mで
ある。ここに 2戸で 1棟からなる住宅が建設されて
いる。居住者は住宅の権利書を保有しているが宅地
の権利書はもらっていないという。住宅は 6 m× 6
 
mの 36m?で、間取りは居間と 2寝室、トイレ&水浴
び場、台所からなる。供給時には最後部の台所はシ
ンクのみがあり、壁や屋根はない。そのため入居後
すぐに、居住者は各自で台所の壁や屋根をつけてい
る（Sさん、Jさん、Syさん）。
3．3 居住者のヒアリングからみた復興住宅地での
生活
住宅地の居住者の出身地、家族人数などの基本的
データは、インドネシア側研究協力者によって入手
している。今回はそれらをもとに、住宅供給対象者
であるアチェ市内の被災者と市外の被災者にヒアリ
ングを行い、あわせて住宅の実測調査を行った（表
1）。ここでは詳細なヒアリングを行った 5名の状況
をもとに現況について述べる。
⑴ 復興住宅地への居住経緯と仮設住宅でのプロ
グラム
居住者がここに居住するようになった経緯につい
て述べる。
ヌーフン復興住宅地の居住者たちは、津波後の緊
急支援段階にはアチェ市内外に設けられたテントや
木造長屋型のバラック（仮設住宅）に数か月～数年
居住している。バラックにいたときに多くの人が
BRRに復興住宅を申し込んでいる。復興住宅の立地
や住戸などは選べず、抽選によって住戸が割り当て
られたという。居住者同士で住戸を交換することは
禁止され、どうしてもという場合には BRRを通し
て交渉することはできるという。しかし実際には住
戸交換をした事例は少ないという。
実際に、Tさんはヌーフン復興住宅地に住んでい
るが、弟は市内のパンテリーク復興住宅地に分かれ
て住んでいる。抽選のため選べなかったというが、
支援団体によって供給された住宅はさまざまであ
る。居住環境はどこが良いのか事前には分からない
ため、きょうだいや親戚などでも分散して居住して
おき、居住環境の良い方へ後々移住することなども
考えられたかもしれない。
Jさんは、津波前はアチェ市内の町中（ストゥイ）
に住んでいて、周辺の人たちの洗濯物を洗ってアイ
ロンがけをする仕事をしていた。バラック（仮設住
宅）に住んでいた時も洗濯の仕事をしていて、現在
も洗濯の仕事と洋服のかけつぎや繕いをしている。
洗濯&アイロンは再定住地内の 4軒の固定客があ
表１ ヒアリング対象者の概要
住宅 居住経緯 年齢、家族構成 仕 事 居住開始年 津波で 備考
G16
アチェ市内町中→市外バラック→
現住地
妻 39、夫 45、子 10 夫：配管、雑用等
妻：洗濯と衣服繕い
2005年～ 住まい、夫子は
妻なくし再婚
Jさん＝妻
G88
アチェ市内沿岸部→市外バラック
→現住地
夫 43、妻 35 夫：元大工、現在雑貨店
妻：なし
2007年 9月～ 住まい、2人の
子をなくす
Tさん＝夫
B65
アチェ市内海岸より内陸→アチェ
市内内陸のショップハウス賃貸→
現住地
夫 40、妻 26、子 4 夫：整骨師
妻：なし
2007年 1月～ 住まいをなくす Syさん＝夫
G72
アチェ市外ヌーフン村→ヌーフン
村親戚宅→現住地
夫 38、妻 30、子 8、
3
夫：石割り
妻：警察官の制服の洗濯
2009年～ 夫は住まい、妻
子をなくし再婚
Mさん＝夫
B62
アチェ市外ラム・ウジュン村→ラ
ム・ウジュンのバラック→現住地
夫 35、妻、子 12、
9、7、6
夫：ベチャ運転手
妻：なし
2007年～ 住まいをなくす Sさん＝夫
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り、洋服の繕いは時々依頼される。
津波後の緊急支援段階にはアチェ市郊外（アチェ
大都市圏のアジュン／市内からヌーフン復興住宅地
と反対方向にある）にある仮設住宅に居住していた。
仮設住宅には数か月住んでいて、そのとき BRRに
復興住宅地を申し込んだ。
バラックにいたときには、女性を対象に職業訓練
プログラムが実施された。いくつかのプログラムか
ら興味のあるものを選んで受講する。最後まで受講
した人にはサーティフィケイト（インドネシア政府）
が発行された。Jさんは裁縫が得意なため、二つのプ
ログラムを選んだ。ひとつはアチェで結婚式の時に
使用するきらびやかな装飾を施した傘づくりであ
り、もうひとつは衣服の繕い方である。一つのプロ
グラムは大体 10日間で 10人くらいの受講生がいた
という。プログラムは毎日 10:00～12:00までと、
昼食を食べてお祈りをして 13:00～16:00までとい
うスケジュールだったようだ。
アチェの結婚式では、新郎と新婦はそれぞれの付
き添いの人にきらびやかな装飾を施した傘をさしか
けてもらう。そこで 2本 1組の傘が必要となる。傘
は 1本作るのに 3日程かかり、緻密な作業が必要で
誰でも作れるわけではない。バラックにいた 50世帯
で傘が作れるのは自分一人しかいなかったという。
津波後に再婚する人たちは多く、バラックでもかな
り需要があったという。Jさんはバラックにいた時
に 100本以上を売ったという。1本 150,000Rp（約
10,000Rp＝100円 2011年 9月）で、材料が持ち込
まれた場合には手間賃として 50,000Rpをもらった
という。
自宅にはサーティフィケイトが壁に飾られ、ミシ
ンを置いて仕事をしているが、彼女が自信をもって
自立するために、職業訓練プログラムが果たした役
割は非常に大きい。
Tさんが 3年間を過ごしたアチェ大都市圏のバ
ラック（マタイー）には職業訓練などのプログラム
はなかったという。Tさんの隣の G87は津波前には
市内沿岸部の同じ町ウレレに住んでいて顔見知りで
あったという。それぞれ違うバラックで過ごし、た
またま抽選で隣同士の住戸になったという。
津波前はアチェ市内の端で海岸より内陸部で整骨
師をしていた Syさんは、バラックでは整骨の仕事
はできないため被災後、従前とは反対の海岸から遠
いアチェ市内端部にショップハウスを借りて
（3,000,000Rp/年）、整骨の仕事を続けた。
ラム・ウジュン村で被災して村にできたバラック
に居住していた Sさんは、職業訓練などプログラム
はなかったという。一方ヌーフン村にできたバラッ
クでは職業訓練ではなく、トラウマ解消のため子ど
もの学校のようなプログラムと、女性を対象とした
裁縫、傘づくりのプログラムが毎週 1回あって、M
さんの奥さんは 2年間参加したという。サーティ
フィケイトなどは発行されず、集まっておしゃべり
しながら参加していたという。
全員が被災前には住宅を所有せず賃貸または親戚
と一緒に居住していた。市内で被災した人は自力で
何とかした Syさんを除いて、市内か市外のバラッ
クで生活し、その間に BRRに復興住宅を申し込み、
抽選によって現在の住戸に住み始めている。ラム・
ウジュン村で被災した Sさんは、村のバラックから
復興住宅地へ移り住んだ。被災を免れたヌーフン村
にもバラックが建設され、Mさんは親戚宅に居住し
ながら時折バラックへ物資の配給を受けに行き、そ
のなかで復興住宅地に申し込むことができたと考え
られる。住宅地に最も近いヌーフン村は被災せず、
かつ村で住宅を所有していなかった若い世帯の人た
ちのなかに復興住宅を入手した人が複数みられる。
復興住宅と同様にバラックの運営においても、ど
この支援団体が援助したかによって、提供された居
住環境もさまざまであったことが分かる。バラック
では職業訓練や子どものための学校などさまざまな
プログラムが実施されていたところもみられたが、
これらのプログラムは居住者には好意的に受け止め
られていた。緊急支援段階では物資の供給や物理的
環境の整備とともに心身のケアやサポートプログラ
ムの重要性を再認識する必要があるといえる。
⑵ 居住時のインフラ整備状況と居住後の住宅改
造
2005年には再定住地には電気、水道はなかった。
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2007年に共同井戸が掘られ住民が自分で水を汲ん
で自宅へ運んでいたが、2009年に井戸から各戸への
給水パイフが配管された。電気は 2008年から使える
ようになり、それ以前は石油ランプやろうそく、自
家発電などを使用していた。2戸 1住戸の裏庭中央
に 2戸で共有する浄化槽が 1つ設置されている。
電気や給水配管などが通った 2009年から、コミュ
ニティ費として各世帯は毎月 15,000Rpを支払って
いる。これはゴトンロヨン（相互扶助）による道路
整備などの際の材料費など、コミュニティ環境整備
や活動のための費用として使われる。この費用を支
払わない場合には給水配管も切断されるという。
電気も水道も何もなかった 2005年に一人暮らし
をしていた Jさんによると、その頃は水売りのベ
チャ（バイクの横に荷台がついている）が来ていた
ので、それを利用していたという。何もなく不便で
あるがそれを補う手段はあったようである。
Jさんは、2005年に居住後すぐに台所に壁と屋根
をつけた。ブロック Gのブロック長（G10）に相談
した。ブロック長はヌーフン村の出身で普段は村に
住んでいるが、時々G10に来て日中過ごしている。
大工や建材の手配など全てまかせて、ブロック長に
200,000Rp支払った。この地域のことをいろいろ
知っているブロック長は親切でたよりになる存在だ
という。現在のところ、つぎに住宅改修を行いとこ
ろはとくになく現状のままで良いと考えている。
Tさんは元大工のため、弟と一緒に約 1ヶ月かけ
て雑貨店を増築している。建材はヌーフン村で購入
し、所有するベチャで運んだ。つぎにお金がたまっ
たらペンキを塗りたいという。
整骨師の Syさんも自分で住宅前の柵と台所部分
の壁や屋根を作った。材料は所有するバイクで運ん
だ。つぎにお金がたまったら施術のための診療ス
ペースを作りたいが、そもそもここは不便なので、
ゆくゆくはヌーフン村などお客さんが来てくれる便
利な場所へ移りたいという。
Mさんはヌーフン村出身で、住宅地に電気や水道
配管が通ったあとの 2009年に住み始めているが、津
波の被害はあまり受けておらず、経済的にも余裕が
あり、妻の父親が大工のため 6,000,000Rpをかけて
台所などの大規模増築を入居時に行っている。
⑶ 日常生活：子どもの学校と買い物、コミュニ
ティ活動
住宅地には幼稚園と小学校が建設されているが、
各学年は 10人以下で非常に小規模である。そのため
Jさんの子ども（10才）とMさんの子ども（8才）
はヌーフン村の小学校に通学している。かなりの高
低差があるため徒歩では通学できない。Mさんは自
分のバイクで送迎し、移動手段を持たない Jさんは、
ブロック Fに住む若い独身男性にバイク送迎して
もらっている。ちなみにインドネシアの小学校は入
学金だけを支払い、授業料は無償である。小学校は
朝早く始業し、午前中だけで終了する。Jさんは毎朝
7時に子どもを迎えにきてもらい、13時に自宅へ
送ってもらっている。バイク運転手には毎月 100,
000Rp支払っている。
バイク運転手はあと 2人の子どもを乗せて小学校
へ送迎している。ブロック Fに住むバイク運転手に
は 300,000Rp／月の収入があることになるが、大学
教員の基本給が 1,650,000Rp／月であることを考え
ると、これはかなりの高収入である。
買い物に出かけることはほとんどなく、バイクの
ベチャで住宅地に売りに来る魚屋や飲料水タンク売
りを利用している（Jさん、Syさん、Mさん）。野菜
や米などは Tさんが開いているような小さな雑貨
屋を利用している。
コミュニティ活動としては 3種類みられる。一つ
はインドネシアでは一般的に行われているゴトンロ
ヨンと呼ばれる相互扶助活動である。基本的に世帯
主の男性が集まって住宅地内の道路の補修や排水溝
の清掃など居住環境を維持するための活動を共同で
行うものである。ここでも状況に応じて行われてお
り、月に一度の日曜日か 2ヶ月に一度、日曜日の午前
中に行われている。事前にゴトンロヨンを実施しま
すという放送が流れ、各自が自宅周辺でそれぞれ活
動するという。活動内容は事前に各ブロック長たち
が相談して決めている。ここでは一同に集まって、
話し合いをしたりすることはないという。ゴトンロ
ヨンにはほぼ全世帯の世帯主が参加している。
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この他に、やはりインドネシアで一般的に行われ
ているアリサンと呼ばれる講やプンガジアンと呼ば
れる宗教実践と社交を兼ねた集まりがここでも行わ
れている。アリサンは経済的講で、30～40人程度の
メンバーで構成され、構成員は毎月一定額の積み立
て貯金を行い、各構成員は全員が順番で大金をもら
える仕組みとなっている。
住宅地内でアリサンがあるのはブロック Gだけ
だというが、最近は活動が衰退してきているという
（Jさん参加、Tさん脱退）。Syさんは夫妻ともに南
アチェ県出身で、2008年から住宅地外の同郷出身者
とアリサンをはじめたという。月に一度火曜日の夕
方 16:00～18:00に 30人程度の家族が集まって情
報交換をしながら、毎回 20,000Rpを積み立てると
いう。構成員がもらう時は 250,000Rpだという。一
般的に女性だけで行われるアリサンが多いなか、男
性も含めて家族全員で参加できるため楽しみにして
いるという。
プンガジアンとは、比較的新しいイスラム慣行で
ある。昔はイスラムの規律を比較的厳しく守る人た
ちはサントリと呼ばれ、そうしたサントリ的な潮流
の人たちを中心にモスク等でクルアンをみんなで一
緒に練習してアラビア語で唱えるというような集ま
りが行われていた??。現在はそうしたクルアン唱和
会が、都市の知識人たちも含めてあらゆる階層のひ
とたちがグループを作って実践しているという???。
近隣社会を単位とする場合もあれば同郷出身者や職
場の部局単位の場合もある。
ここでは、毎週金曜日の 14:00～16:00にバレと
呼ばれる屋根と床で構成された壁のない風通しの良
い集会所で女性と子どもが集まって行われている。
大体 3,000～5,000Rpを毎回支払って、少し飲食をし
ながらおしゃべりをしたり、時にはイスラム教の教
えを説く先生が来て話をしてくれるという。会費は
そうした先生への謝金や飲食代だという。
このバレはブロック Gの近くにあるため、ブロッ
ク Gの女性や子どもたちはほとんど参加している
ようであるが（Jさん、Tさん、Mさん）、離れたブ
ロック Bでは参加していなかった（Sさん、Syさ
ん）。
居住者が集まれる集会所が近くにあるブロック
Gではコミュニティ活動も積極的に行われている
ようである。また住宅地内だけでなく、同郷者出身
者どうしで集まるか会を作る Syさんのような場合
もあり、出身地と強い結びつきをもちながら生活し
ていることが分かる。今後はより一層個人や世帯が
複数のネットワークに所属し、情報交換の場をいか
して各自の居住環境の改善がはかられていくと考え
られる。
４．まとめ
(1)インド洋津波から満 7年になるインドネシアの
アチェでは、復興段階では海外の膨大な援助に支
えられ物理的復興は驚異的スピードで進められ
た。アチェ市内の被災した建物や外国人向けのホ
テルなどが新しく建設されたものの、現在でも市
内で現地再建された住宅地の所々には放置された
被災建物が残っている。
津波の力とそれによる被害を後世に伝えるため
に住宅の上に船が押し上げられた状態のまま保存
されている被災建物や町中まで流されてきたタン
カーなどがあり、それらを目の当たりにすると大
人だけでなく子どもたちも津波の威力や警戒が必
要なことが理解できる。
現在、それらを見学するために多くの人が訪れ
ているが、その多くは直接津波の被害を受けてい
ない人がほとんどと思われる。被災建物などを見
ることによって当時の状況がフラッシュバックし
てきてつらい想いをしている被災者もいると思わ
れる。しかし、津波の危険がある地域に居住しな
がら津波を経験していない人たちが、それらを訪
れ津波について理解するのに現物保存が果たす役
割は非常に大きい。
現物保存が難しい場合には、被災した市内や村
でみられた、押し寄せた津波と同じ高さにつくら
れた津波碑のようなものが重要となる。子どもか
ら高齢者まで碑文を読まないでも津波の威力、そ
の警戒や備えが必要なことが理解できる。
(2)海岸部に現地再建された住宅地には、緊急避難
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建物が建設されている。また現地再建された住宅
地には津波の際に避難する方向を示す標識が新た
に設置されている。津波の危険がある地域では、
居住者だけでなく、たまたまそこを訪れた人たち
にとっても安心感を与えるものである。
緊急避難建物は日常的にその周囲の居住者に使
われている場合もあれば、ほとんど使われていな
い場合もあり、建物の積極的な活用が今後の課題
になる。津波が来たときにこれらが活用されるた
めには、日頃からこれらの建物にのぼる経験が不
可欠である。
(3)復興住宅は現地再建された場合も再定住の場合
も、支援団体によって住宅の構造、使用される建
材、開口部の取り方や間取りなどさまざまである。
これらの復興住宅について居住者が主体的に行う
増改築や住み方の工夫について継続的な調査を行
い、インドネシアにおける快適な居住空間のあり
方について検証する必要がある。
(4)アチェ市外の丘陵地を切り開いて建設された
ヌーフン復興再定住地は、アチェ市内で被災して
住むところを失った人たちの生活を支える重要な
役割を担っている。供与された住宅で新しい家族
をつくって生活を立て直しつつある。現在のとこ
ろ、転売なども多くはなさそうであるが、地元ヌー
フン村の人たちが復興住宅の一部に居住してい
る。津波被害をあまり受けていないヌーフン村の
居住者は大規模な増改築を行い、たくさんの家財
道具を所有して、村と頻繁な行き来をしながら生
活している。住宅地に実や花の咲く木々が植え込
まれた住宅は、町並みにアクセントを与え将来に
希望を持たせてくれる存在でもあり、また、地元
の地理をはじめ情報に詳しいヌーフン村出身者
は、ここに土地勘のない居住者にとって頼れる存
在ともなっている。今回は十分に調査しきれな
かったが、復興再定住地とヌーフン村との関係は
注視していく必要があると考えている。
最後に、日本では 2011年 3月に東日本大震災がお
こった。大震災の経験にいかに学び、今後減災して
いくことが可能か、試行錯誤が続いている。
畑村は被災した建物や状況を一目みて津波の恐ろ
しさが伝わるものが身近にある環境をつくることの
必要性や体感できる三陸ジオパークをつくり、全国
の海岸地域に住んでいる小中学生の修学旅行先にな
れば、優れた防災・減災教育になると指摘してい
る???。また、海岸部の緊急避難建物についても、祭り
や地域イベントを行うなど防災教育とは違った使い
方をしても良いから、実際に階段をのぼる経験をし
て、いざというときに避難タワーのことを思い出し
て近くにいる人たちと声を掛け合いながら避難でき
ることが大切だと指摘している。
ここで提示されているアイデアの一部は、アチェ
でも実践されている。今回実際に現地に赴き、アチェ
における復興まちづくりに学ぶべき点は非常に多い
と実感した。
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写真13 丘陵地を切り開いて建設されたヌーフン復興住宅：手前緑色屋根がサウジアラビア、赤色屋根
がUMCOR供給、奥の青色屋根が台湾慈済財団供給
写真12 アチェ市郊外のラブイ村にある津波碑（右端）
村に押し寄せた4.6mの津波と同じ高さで作
られている。碑文を読まなくても老若男女だ
れがみてもすぐに理解できる。
写真11 アチェ市内の復興住宅地に設けられた避難標
識
写真10 緊急避難建物の屋上からみた周辺の復興住宅
写真９ アチェ市内海岸部の緊急避難建物と避難標識
海岸部には住民が避難できるよう4階建てで
屋上がヘリポートになった鉄筋コンクリート
の建物。階段とスロープで屋上まであがれる
ようになっている。
写真８ 津波博物館前にある公園
援助してくれた国の数だけ船の形のモニュメ
ントが置かれている。各国の言葉で「ありが
とう、平和」と刻まれている。
写真７ 津波博物館の展示
防災教育ビデオ：地震や津波が起こる仕組み
を解説したあと、避難の仕方や避難時に注意
すること、避難袋に入れておくべき物などに
ついて解説している。子どもが見ても理解で
き分かりやすく作成されている。約15分。
写真６ 津波博物館の展示パネル
写真５ コンペ応募案の一部 津波博物館コンセプト
写真４ コンペによって選ばれた津波博物館
写真３ 津波教育公園の発電タンカー
うちあげられた発電タンカーの上に登ること
ができ、市内が見渡せる。
写真２ 津波教育公園
うちあげられたタンカーの周辺を公園として
整備している。
写真１ 家の上に船がのったまま保存されている
図２ アチェの津波被害（津波博物館展示資料の一部
を撮影）海岸に近い濃い色ほど被害が大きいこ
とを示す。白色はほとんど被害なし。
図１ アチェ市内と郊外の復興再定住地（牧・山本他、
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写真14 中国宗教財団援助のヌーフン復興住宅とモス
ク
海を見下ろす丘陵地に住宅地だけでなくモス
クや幼稚園も建設された。
写真13 丘陵地を切り開いて建設されたヌーフン復興住宅：手前緑色屋根がサウジアラビア、赤色屋根
がUMCOR供給、奥の青色屋根が台湾慈済財団供給
写真12 アチェ市郊外のラブイ村にある津波碑（右端）
村に押し寄せた4.6mの津波と同じ高さで作
られている。碑文を読まなくても老若男女だ
れがみてもすぐに理解できる。
写真1 アチェ市内の復興住宅地に設けられた避難標
識
写真10 緊急避難建物の屋上からみた周辺の復興住宅
写真９ アチェ市内海岸部の緊急避難建物と避難標識
海岸部には住民が避難できるよう4階建てで
屋上がヘリポートになった鉄筋コンクリート
の建物。階段とスロープで屋上まであがれる
ようになっている。
写真８ 津波博物館前にある公園
援助してくれた国の数だけ船の形のモニュメ
ントが置かれている。各国の言葉で「ありが
とう、平和」と刻まれている。
写真７ 津波博物館の展示
防災教育ビデオ：地震や津波が起こる仕組み
を解説したあと、避難の仕方や避難時に注意
すること、避難袋に入れておくべき物などに
ついて解説している。子どもが見ても理解で
き分かりやすく作成されている。約15分。
写真６ 津波博物館の展示パネル
写真５ コンペ応募案の一部 津波博物館コンセプト
写真４ コンペによって選ばれた津波博物館
写真３ 津波教育公園の発電タンカー
うちあげられた発電タンカーの上に登ること
ができ、市内が見渡せる。
写真２ 津波教育公園
うちあげられたタンカーの周辺を公園として
整備している。
写真１ 家の上に船がのったま 保存されている
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写真５ コンペ応募案の一部 津波博物館コンセプト
写真４ コンペによって選ばれた津波博物館
写真３ 津波教育公園の発電タンカー
うちあげられた発電タンカーの上に登ること
ができ、市内が見渡せる。
写真２ 津波教育公園
うちあげられたタンカーの周辺を公園として
整備している。
写真１ 家の上に船がのったまま保存されている
図２ アチェの津波被害（津波博物館展示資料の一部
を撮影）海岸に近い濃い色ほど被害が大きいこ
とを示す。白色はほとんど被害なし。
図１ アチェ市内と郊外の復興再定住地（牧・山本他、
2011、p.841より転載）
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ク
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クや幼稚園も建設された。
写真13 丘陵地を切り開いて建設されたヌーフン復興住宅：手前緑色屋根がサウジアラビア、赤色屋根
がUMCOR供給、奥の青色屋根が台湾慈済財団供給
写真12 アチェ市郊外のラブイ村にある津波碑（右端）
村に押し寄せた4.6mの津波と同じ高さで作
られている。碑文を読まなくても老若男女だ
れがみてもすぐに理解できる。
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ようになっている。
写真８ 津波博物館前にある公園
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